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栗原英夫提出論文内容要旨

 エおエエなエ

 第一編1甲状腺1摂取率ならびに血中1の消長について

 エおユ

 放射性ヨード1が甲状1県機能検査1・こ堪入港れて以来」ヨード代、耐¢)詳細な究明が可能となり
131

 各砥甲状腺疾,憲の病態生埋が明らかにされて来た。今日,最も臨床的に広く行なわれている1
 ユむエエぢエ

 による甲状娠機能検査法は甲状腺1摂収率`り測定てあるが,著者は投与された1のび且中に於
 エぱエユおエ

 レするで肖垂垂を甲イ犬11泉の1摂∫艮二お・よび放出と4誓に潰11定をで了レ、,1のf'ヒ謝5固程を5豊身長づ噛る～二とによ
 エむエ

 リ,11て.ヒる各種甲状闘!誘豊能・1灸査法の意義を袴t諮fした。
しきほ

 一般にヨードリ摂1反縫とホルモン分泌量とけ甲状腺にあっては密接な関係にあるため,亙横

 坂率はよく中伏祓機能を表現していろと云い得るカ㍉巨大な翻蔓性甲状腺腫かよび抗甲状腺剤治

 療后の甲状腺機能亢進症(以下亢進症と略寵す)等,ホルモン合成過程に庫轡のあると思われろ
 ヱさユ

 症例に於ては必ずしも1摂収率と甲状腺機能は一致した結果は得られなかった。また著者は早
 ユぴユエむ

 期1摂収率として,工静注后50分1直を測定したが,この値は甲状腺に方急けるヨード摂取能
 ユぴす

 イ1.・強く表現して居り,甲状腺iクリアランスと非常によい相関ノ`・係を示し,史に,臨凍上亢進

 症奮診断する上に有効な手段であることを確認した。またこの1直は抗甲状・県∫ll治療前盾で殆んど

 同じ値を示して居ることより,・航中伏腺劇治療1看に於ても・その本来の機能を推測することが出
 エさユ

 来た。即ち,i摂収率は主として摂収能を表現する早期摂取率として30分値,むよび合成,

 分泌等の諸1眉が加味された24蔦・闘魑の二者を測定することにより,より一層詳細な甲状腺機能
 ユぢヱ

 を知ることが出来ると云える。また,甲状腺王クリアランスはそ'の測定が繁雑であるにか、わ
よお 

 らず所詮ヨード摂取能をより正確に求めんとする試みにすぎず,工摂収率乙0分f直を以て代用

 し得・るものである。
 1311召11B1131

 更に,海中1α)潰i走を簡易化し,,PBI,お・よびi転換率をrOutin
 ユおよ

 の険査として行い,臨床診断上の有力な指針とすることが出来た。慶た,1摂収率と同時にjl11
エヨエ

 中里を測定することに上り,谷樋甲状腺疾患のヨード・代謝を理解し,詣検査成績判定上の指標

 を与えうるものと考える。働えぱ,亢進症に於て,抗甲状腺刑投与前后に於て二者を同ll桝⊂経時
 エおスエニメ 

 的に測定することにより量治療后の1摂収率曲線の下降は摂取された1が合成されずに111L中

 へ再び無機のま・放出されることを確認することが出来た。

 ～101一



ξ

 第二編;ヨードおよびロダンカり負荷試験について

エヨユ

 抗甲状腺剤投・与后の甲状腺機能を詳細に観察する自酌で,1投与后24時間に於て,

 ヨード剤ヘキサメチルジアミノイソブロバノールジョ『ジツド20%溶液(エンドヨヂン)約

 aO5ccpro・K7;静注,および・ダンカリ0、059P「o姓9経q投与を行い,1時間后:1邦二び
 131工31

 24μ寺間居(Z)甲状腺1二姫よひご血中1の変動を観察した。

 甲状腺機能正常例卦よび未治療の亢進症例で,ヨード摂坂と合成,分泌が平衡を示している症
 ユヨよエおエ

 例にあってはエンドヨヂンお・よぴロダンカリ負荷后甲状腺1,11上1中1共に特記すべき変化を
 エきエ

 みなかった。抗甲状腺剤治療后の亢進症例に於て1σt著明な甲状腺1の減少と,そ才1、に呼応すろ
 エおエユおよユおよ

 著明な甲状腺1の増加を認めた。即ち,負荷盾の甲μぐ腺工の減少は甲状腺より無機1が急
エヨユ

 逮に血中へ放出されるためであることが理解される。また,負荷后の甲状腺亙減少卒寿よび阻
 工め正

 清無機1の増加度は抗甲状醒剤の治療効果をよく表現して居り,亢進症患者の治13ニミ過程1疋1於い

 て,そ'の后の治療方針の決定,および甲状腺合成機能を知る上に有効な検査方法と考えられる。

 第三編1甲状脈機能と組織像との関連性について

 第一編および第二綿で検査を行った亢進症例の弓三術時得た甲状腺組織所見と機能検査成績(術

 前処敵として抗甲状蕨剤投与前値)を対比し検討を試みた。

 即ち,甲状腺癒ll働ヒ皮の増殖を中心として,高慶増殖型,中等度増殖型,軽度蝶、「殖型,非増殖
 ユさユエロエ

 麹〕四群に分類し,餐一春鰐lllて基β詮代謝率(BMR),1郵興反率,11云{襲率,お・よびPB1値と

 の以i係を観察した。

 BMRは一般に瀬包上皮増殖の高慶のもの程高値を示す1頃向がみられたが,多くの例外があっ
 ユるエ

 た。1摂生反率は50分値,24時間値共にBMRより上皮増殖度と密接な関係を示していたが,

 な二期例外も認められゆ針摩な関係を得ることは出来なかった。転換率1弓1高度増殖型で1=t高値を,非
 13王

 増殖型では低値を示していたが・増殖型聞に¢七明確な差は見出し得意かつた。しかし,PBi
 エおエ

 値け増殖度と非常に密接表関係を示し,PBIto%do6e/4以上のものは窩度増殖型,

 1.0～0、5%dose/4のものは中等度増殖型,0,5～1.0%do6e/.@〕ものは1!1鍍増殖型}

 0.1%dose/拶以下は非増殖型か又け極ぐ軽度の増殖を示していた。
 エぎヱ

 また,1による甲状腺機能検査に於てフ亢進痙とし℃非典型的なイ邸1藍を示した症例にあってけ,

 全例濾庖上皮の増殖は極めて軽度か,叉はZを欠いていた。勿論,この組織所見は抗甲イ,[こ腺剤に

 一102一
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 審査結果の要旨

 著:者の論i文は次の三編よりなる。
エヨエユ ユ

 第r編:甲状腺1摂取率ならびに血中1の消長について

 第二編:ヨード卦よびロダンカリ負荷試験について

 第三騙:甲状腺1幾能と組織像の関連性について

 第→肩の要旨は次の如くなる。
ユヨエ

 工摂取率の測定時間に就いては多数の研究があり,教窒では渡辺が5日分値の測定が,主と

 して症状,他の検査成績との関連性より見て,診断的に有意義な事を指摘している。しかし一般

 には24時間値が基準とされ,しかもその意義を深ぐ考慮しないで用いられる傾向がある。著者
エ エ

 はこれに対して反省し,摂取率と同時に血中工濃度を測定し,50分値と24時間値はそれぞ

 れ別な意味のある事を確め,各症例に対して少ぐともこの2岡の測定を行う事が必要な事を提唱

 している。

 抗甲状腺剤を投与された症例では,摂取率は一般に二週間或はそれ以上の休薬後測定すべきも

 のとされていたが,50分値け比較的薬剤の影響を受け難ぐ,乙0分値,24時間値2回の測定

 は,薬剤投与を受けている症例に於いても,或る程度診断一ヒ役に立つ事を示している。
エヨエ

 即ち,早期に高摂取率を示し24時間値の低い症例〔下降型)は,摂取された工が早期に合

 成され,ホルモンとして迅速に血中に分泌'されて行ぐ為と考えられているが,抗甲状腺剤投一与の
ユヨ 

 際の2叫時間値の低下は,r巳摂坂された工が再び無幾の形で血中に放出される為であるとい

 うている。
ユヨ エ エ

 又,甲状腺工クリアランスの測定は,甲状腺の工摂取能のみ・を純粋に測定し得る理論的に

 優れた方法で,鳥飼教授らの,簡易化された変法もあるが,いすれにせよ短時間C50分間)に

 頻'回の採血を要し,操作が績雑である。これに対して50分値の測定は,クリアランス値と極め

 て良い相関々係を示してかり,これを代用しうる簡便た方法である事を実証している。
エヨエ

 第二編の要旨を述ぶれば,既にA8tWOOdは・ダソカリが1摂取率商線に及ぼす影響を見

 ているが,著渚はエソドヨジソ〔静注用有機ヨード)が,ロダンカリと殆んど同じ影響を与える

 事を発見し,これを臨床検査に応用した。この方法は簡単でしかも通常行われる摂取率測定に組

 合わせて行う事が出来る。この方法によると,甲状腺的にホルモン合成障碍があると,負荷後に

 摂取率の急激な低下があるが,また逆に本法により抗甲状腺剤の効果を量的に推察出来る。

「
」
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 ヨエ

 ヨード,或はロダンカリ負荷後の摂取率f氏下は,血中1濃度の測定の結果より,甲状腺的
 エき ロ

 に蓄積された1が無機の形で再び血中に放出されると云う新しい知見を得ている。
131

 第三編の甲状腺機能と組織像との関連性についてぱ,甲状腺の合成分泌能を知る為には,エ
 エおエ

 転換率が重要であるが,これより血中PB工濃度の測定に意味がある。又この値仁L組織学的に

 見た上皮増殖の程度とよく比例していることをみたが,しかし,形態嫁と甲状腺機能の関連性は

 あまり判然とせぬ所であり,更に慎重な検討を要する所であるとしている。
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